
　

平
成
23
年
第
２
回
定
例
会
は
、
５
月
24
日
か
ら
６
月
20
日
ま
で
28
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

本
定
例
会
は
、
副
市
長
の
選
任
や
平
成
23
年
度
向
日
市
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
21
議
案
が

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、議
員
か
ら
は
意
見
書
案
５
件
、市
民
か
ら
請
願
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
に
人
事
案
件
３
件
と
専
決
処
分
２
件
を
同
意
・
承
認
し
、
そ
の
他
の
議
案
は
所
管
の
常

任
委
員
会
へ
付
託
し
、
各
委
員
会
で
慎
重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
２
日
目
か
ら
４
日
目
は
、

議
員
が
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
を
行
い
、
本
会
議
最
終
日
は
、
各
常
任
委
員
長
が
付
託
さ
れ

た
議
案
の
審
査
経
過
と
結
果
を
報
告
、
議
員
は
各
議
案
に
対
す
る
賛
成
・
反
対
討
論
を
行
い
ま

し
た
。
採
決
の
結
果
、全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
し
、副
市
長
人
事
に
同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
意
見
書
案
５
件
を
可
決
し
、
請
願
１
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

本
会
議
に
提
出
さ
れ
た
平
成
23
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

は
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
６
億
６

９
０
９
円
を
追
加
す
る
も
の
で
、
こ

れ
に
よ
り
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は

１
６
７
億
４
９
０
９
万
円
に
な
り
ま

し
た
。

　

補
正
予
算
歳
出
の
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
。

○
公
共
交
通
検
討
委
員
会
設
置
費

 

…
９
２
０
万
５
千
円

○
コ
ン
ビ
ニ
収
納
導
入
事
業

 

…
２
３
６
万
３
千
円

○
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
配
布
事
業

 

…
８
５
万
７
千
円

○
新
保
育
所
整
備
事
業

 

…
１
億
９
２
６
３
万
３
千
円

○ 

働
く
世
代
の
大
腸
が
ん
検
診
推
進

事
業 

…
６
７
１
万
６
千
円

○
不
妊
治
療
給
付
事
業

 

…
２
５
１
万
円

○ 

駅
を
核
と
す
る
幹
線
道
路
都
市
基

盤
整
備
事
業

 

…
１
億
４
９
５
０
万
円

○ 

生
活
道
路
整
備
事
業

 

…
１
５
０
０
万
円

○
第
４
分
団
消
防
自
動
車
更
新

 

…
１
９
１
１
万
２
千
円

○ 

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
被
災
地
支

援
事
業 

…
７
５
６
万
円

○
小
中
学
校
耐
震
化
事
業

 

…
２
２
６
０
万
円

○
公
民
館
ト
イ
レ
改
修
工
事

 

…
４
６
６
万
円

　

第
87
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期

総
会（
６
月
15
日
開
催
）に
お
い
て
、

議
員
在
職
40
年
以
上
と
し
て
大
橋
満

議
員
、
議
員
在
職
15
年
以
上
と
し
て

北
林
重
男
議
員
、
磯
野
勝
議
員
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

第 ２ 回

定 例 会

平成23年度一般会計補正予算など21議案を可決
東日本大震災からの復興や原子力発電所の安全対策の
強化等を求める意見書を可決

大橋　満議員

北林重男議員

一
般
会
計
補
正
予
算
額

６
億
６
９
０
９
万
円
の
増
額

　

本
案
は
、
納
税
者
の
利
便
性
の
向

上
や
、業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

法
人
住
民
税
、
法
人
事
業
税
及
び
地

方
法
人
特
別
税
に
係
る
課
税
事
務
を

京
都
地
方
税
機
構
が
共
同
し
て
処
理

す
る
こ
と
に
伴
い
、
規
約
の
一
部
を

変
更
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
を
付
託
さ
れ
た
総
務
常
任
委

員
会
は
慎
重
に
審
査
を
行
い
、
採
決

の
結
果
、
委
員
会
で
は
原
案
ど
お
り

可
決
と
し
ま
し
た
。
議
案
は
本
会
議

に
戻
り
、
１
議
員
が
反
対
討
論
、
１

議
員
が
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

磯野　勝議員

地
方
税
機
構
の
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

　

本
案
は
、
寺
戸
町
北
野
台
の
開
発

に
伴
い
設
置
し
た
雨
水
貯
留
槽
か
ら

漏
水
が
発
生
し
た
事
故
に
つ
い
て
、

事
故
の
原
因
を
調
査
し
た
結
果
、
貯

留
槽
設
置
の
施
工
に
瑕
疵
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
貯
留
槽
の
改
修
工
事
費

用
と
そ
の
関
連
費
用
の
支
払
い
を
開

発
事
業
者
に
求
め
る
も
の
で
す
。

　

議
案
を
付
託
さ
れ
た
建
設
環
境
常

任
委
員
会
は
慎
重
に
審
査
を
行
い
、

採
決
の
結
果
、
委
員
会
で
は
原
案
ど

お
り
可
決
と
し
ま
し
た
。
本
会
議
最

終
日
に
は
、
２
議
員
が
賛
成
討
論
を

行
い
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

地域の方とのふれあい七夕給食（３向小）

議

員

表

彰

全
国
市
議
会
議
長
会
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市議会だより市議会だより

副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

 

兒こ

玉だ
ま　

幸ゆ
き

長な
が　

氏

（
京
都
市
西
京
区
川
島
梅
園
町
）

大
字
寺
戸
財
産
区
管
理
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

 

岡お
か

﨑ざ
き　

信の
ぶ

夫お　

氏（
寺
戸
町
新
田
）

 

立た
て

口ぐ
ち　

利と
し

治は
る　

氏（
寺
戸
町
新
田
）

 

長は

谷せ

川が
わ　

勤つ
と
む　

氏
（
寺
戸
町
乾
垣
内
）

 

元も
と

部べ　
　

満み
つ
る　

氏
（
寺
戸
町
中
垣
内
）

 

山や
ま

本も
と　
　

實み
の
る　

氏
（
寺
戸
町
岸
ノ
下
）

 

岡お
か

﨑ざ
き　

弘こ
う

二じ　

氏
（
寺
戸
町
北
垣
内
）

 

長は

谷せ

川が
わ　

一か
ず

博ひ
ろ　

氏

（
寺
戸
町
里
垣
内
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
関
し

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

 

井い
の

上う
え　

酉ゆ
う

子こ　

氏（
森
本
町
山
開
）

 

高た
か

山や
ま　

紀き

公く

子こ　

氏

（
寺
戸
町
岸
ノ
下
）

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
規
定

に
よ
る
議
会
推
薦
の
委
員
４
人
が

本
会
議
最
終
日
に
決
ま
り
ま
し
た
。

 

中な
か

山や
ま　

宇う

一い
ち　

氏

（
物
集
女
町
北
ノ
口
）

 

築つ
き

坂さ
か　

治は
る

美み　

氏
（
寺
戸
町
西
野
辺
）

 

清し

水み
ず　

庄し
ょ
う

吾ご　

氏
（
森
本
町
春
日
井
）

 

出で

口ぐ
ち　

淳あ
つ

子こ　

氏

（
上
植
野
町
南
小
路
）

人 

事 

に 

同 

意


